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　古川酒造は旧東海道草津市宿の草津市矢倉にある酒蔵である。草津宿の繁栄とともに歩まれ、草津で唯
一江戸期から続く酒蔵でもあるという。戦中に古い記録は失われてしまったといい創業など過去の詳し
いことは分からない。街道に面する母屋兼店舗の裏には４棟の木造酒蔵があり敷地は奥にとても広い。敷
地のほぼ中央に位置し地下30mから汲み上げる井戸は昭和40年頃に掘られたもので、良質な地下水が豊
富に湧き出ている。県内でも有数の小仕込み少量生産で、近年は生での出荷が多くなっている。また釜場
にある現役の煉瓦作りの煙突も蔵の見所の一つである。
　写真は旧東海道沿いに面して建てられた大正15年築と伝わる母屋（右）である。向かって左側は直売す
る店舗である。母屋は主として蔵元の住居であるが、左の入口を入るとすぐ右手に応接室、玄関の奥は天
窓から気持ちのよい光が差し込む吹き抜けのある土間がある。その土間を抜けると奥が日本酒の醸造ス
ペースとなっている。玄関と土間は商家建築として一見の価値がある。
　古川酒造の醸すお酒のコンセプトは、酸味があってその中に甘みも感じられる、しっかりとした味わい
の濃醇旨口の酒。20年蔵元杜氏として現社長の守って生きた味わいは平成20年より現在の但馬杜氏に
しっかりと引き継がれている。決して派手ではないが濃醇なコクと甘みを酸が引き締める味わいは晩酌
酒として飲み続けたい至極の味わいである。�  （前谷吉伸）
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昨年の開会式

第12回「建築士の日」事業　事業報告まちづくり委員会

開催日時：平成30年6月30日㈯　10：00～12：00　　　
開催場所：道の駅「びわ湖大橋米プラザ」

ＰＲ配布物 ＰＲ活動

　８月25日㈯から開催される第55回滋賀県建設会野球大会に建築士会
野球部も出場します。この大会に向けてまだ寒い時期から練習を重ね
てきたので、今年は上位進出も目指せる位置にきたかもしれません。
応援よろしくお願いします。

野球同好会　滋賀県建設会野球大会に出場します

第37回　近畿建築祭　滋賀大会
歴
と き
史、山

やま
、湖
うみ

日本の仏教の母なる山　比叡山延暦寺を巡る
総務企画委員会

　第37回近畿建築祭[滋賀大会]を日本仏教の母なる山と云われる比叡山延暦寺で開催いたします。
　現在、国宝の根本中堂及び重要文化財の回廊の大改修工事が施工中で、その現場見学も含め各エリアを巡
拝できる様、チャーターバスによるシャトルバスを運行いたします。
　「世界文化遺産」である比叡山延暦寺において数々の国宝、重要文化財と直にふれあい日本の歴史と伝統を
感じて頂くとともに山と湖が織りなすその絶景を、この機会に是非ご覧頂きたく、多数の方々が集うことを
心より願っております。

申込締切：９月28日㈮　　　
開催日時：平成30年11月17日㈯　10：30～16：00
開催会場：延暦寺会館　大ホール（滋賀県大津市坂本本町4220）　　　
参加費：￥４,000（昼食、お土産付）

※�申込や詳細等は同封（Ａ３二
つ折り）のパンフレットをご
確認下さい。

第50回　中部建築賞2018　募集始まりました。
応募期間：平成30年８月１日㈬～８月31日㈮

主催：中部建築賞協議会
詳しくは下記へアクセスしてください。

HP　http://www.tkbc.jp/  または　http://www.kentikushikai.jp/

　第12回の開催となる本事業は湖西滋賀地区内のびわ湖大橋米プラザて開催しました。PR用配布物の建築士会「エ
コバッグ」を700枚、建築士会及び保証機構の「ポケットティッシュ」を700個、「空き家対策関連のチラシ」700枚を配
布して、会員多数のご協力により広く県民の方 に々PRできました。
　今後も「公益社団法人滋賀県建築士会」の存在や、私たち「建築士」をもっと身近に感じていただけるように工夫
しながらPRを行っていきます。来年は高島地区内での開催予定です。

開催場所：皇子山球場　大津市御陵町４－１
開催日時：８月25日㈯　９：00～開会式
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開催日時：平成30年８月19日㈰　８：00～16：00　※雨天決行
開催場所：大津湖岸なぎさ公園サンシャインビーチ

チーム名は「ゴーゴー！女性建築士☆with B」、
今年こそは、決勝進出目指して、全力を尽くします！
夏の琵琶湖で、熱い時間を共に過ごしましょう。皆様の応援をお待ちしています。

2018びわこペーロン 応援お願いします！女性委員会

女性委員会

社会的課題の解決方法やストック社会に向けて、建築士として知っておくべきことを主眼においた継続セミナー。今回は、

奈良県十津川村で、被災を機に「村」の再生、新たな集落づくりへと繋がった復興への取組みを学びます。集落景観に

配慮し、建設された木造復興住宅、復興公営住宅、高齢者向け住宅棟など十津川村役場技師 乾耕輔氏と設計監理

担当者 ㈱アルセッド建築研究所 益尾孝祐氏の説明を受けながら、再生された集落の原状を視察研修します。 

継続セミナー 第４回くらしとすまいをみつめる              主催・企画 / 近畿建築士会協議会女性部会 

 『誰もが最後まで村で暮らす』ための新たな集落づくり〰十津川村の取組みに学ぶ〰 

高森集落・写真提供：奈良県十津川村 日時：平成30年11月2日（金）～3日（土） 

10：00      近鉄大和八木駅集合   
 ↓   
12：00      谷瀬吊り橋  
 ↓        十津川村到着・昼食 
13：00      谷瀬集落見学 
  ↓         モデル住宅 見学   
           高森集落見学 とレクチャー    
18：00      宿  
   
2日目     
9：00      果無集落見学    
 ↓        武蔵集落見学    
12：00      昼食     
15：00        五條新町 重要伝統的建造物群保存地区見学 
 ↓     
17：00     近鉄大和八木駅解散   

行先：奈良県十津川村 
 
行程：近鉄大和八木駅に集合し、マイクロバスで十津川村 
    へ移動、村内視察研修をします。 
    右図行程を参照下さい。 
    天候等の事情で変更になる場合がございます。 
 
講師：㈱アルセッド建築研究所  益尾孝祐氏 
案内：十津川村施設課指導技師 乾 耕輔氏 
 
CPD単位：4単位（申請中） 
 
ご興味のある方は （公社）滋賀県建築士会事務局へお
問い合わせください。 
詳細等は、月刊家9月号にてご案内いたします。 

行程（予定） 
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出港

　高島市は「高島市海津・西浜・知内の水辺景観」「高島市針江・霜降の水辺景観」「大
溝の水辺景観」の３件が選定されており、自然と人との暮らしが作り上げてきた文化的な風景が、重要な歴
史資産として受け継がれています。形ある歴史資産だけでなく、その風景を形成する人々の生活そのものは、
それぞれの地域の社会環境と共に備わってきたものだと考えられます。この水辺景観地域及び湖西高島の景
観を今津港から琵琶湖大橋港へと船に乗船し、いつもと違った視点　琵琶湖の湖上から見学研修します。講
師には高島市教育委員会文化財課主監　山本晃子氏をお招きします。また、近江最古の白鬚神社　湖上に浮
かぶ大鳥居､日本唯一の淡水湖に浮かぶ有人島　沖島を周遊し琵琶湖の神秘と歴史にも触れる湖上研修です。
ご参加をお待ちしています！

講師プロフィール：山本晃子 氏
高島市教育委員会文化財課主監　　　　　滋賀県生まれ
仏教大学大学院文学研究科修士課程修了　専攻は日本仏教史
今津町教育委員会町史編さん係を経て、現在は高島市教育委員会
文化財課で、文化的景観保護推進、文化財の調査、保護等を担当

Doシリーズ
No.77

女性委員会
『滋賀を知る』

～湖上から観る湖西高島の文化、景観～ ２単位（予定）

開催日時：平成30年9月1日㈯　
　　　　　10：15～13：00
集合場所：今津港
　　　　　（JR湖西線　近江今津駅より　琵琶湖側へ歩いてすぐ）
募集人数：30名
参 加 費：会員　4,500円　　会員外　6,000円
行 　 程：10：00～10：10	 集合・受付（今津港）
　　　　　10：15～	 今津港出港
	 マキノ町海津・西浜・知内→今津町→新旭町→
	 安曇川町→高島勝野→白鬚神社・沖島周遊→船内で昼食
　　　　　～13：00	 琵琶湖大橋港到着　解散
申込締切：平成30年8月20日㈪
持 ち 物：双眼鏡をお持ちのかたはご持参下さい。
※�今津港を時間通りに出港しますので、遅れのないよう集合して下さい。
参考時間：JR湖西線	 草津方面から南回り　近江今津駅　   9：52着
	 彦根方面から北回り　近江今津駅　10：00着
※悪天候等により出航ができない場合は、中止といたします。
　参加者へご連絡いたします。
※当日連絡先：090-5164-8786（小川携帯）

協力 / 滋賀県建築士会　高島地域会

９月１日は、「高島の魅力、最発見」の日です。

女性委員会　Doシリーズ No77 『滋賀を知る』～湖上から観る湖西高島の文化、景観～　参加申込用紙

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉
※取得した個人情報に関しましては、今回の事業以外に使用いたしません。

氏　　名
フリガナ

勤務先名称
フリガナ

連 絡 先
メールアドレス ⃝ 会　員

⃝ 非会員FAX番号 携帯電話

CPD番号 地　区　名

※滋賀県建築士会HP　http://www.kentikushikai.jp/　【参加申込】からもお申込み頂けます。
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出港

お申し込みはFAXにて… 公益社団法人 滋賀県建築士会 事務局〈FAX.077-523-1602〉
※取得した個人情報に関しましては、今回の事業以外に使用いたしません。

氏　　名
フリガナ

勤務先名称
フリガナ

連 絡 先
メールアドレス ⃝ 会　員

⃝ 非会員FAX番号 携帯電話

CPD番号 地　区　名

　※滋賀県建築士会HP　http://www.kentikushikai.jp/　【参加申込】からもお申込み頂けます。

参加申込用紙
あーき塾　まちあるきシリーズ～Around Shiga vol.６　高島～

日　　時：平成30年9月1日㈯　14：15～17：00
集合場所：ＪＲ近江高島駅東口すぐ、ガリバーメルヘン広場
参 加 費：建築士会会員  500円　建築士会非会員 1,000円
募集人数：30名予定（先着順）
申込締切：平成30年8月20日㈪
　　　　　�台風、雷雨などの荒天時、地震などの天災発生時は止むを得ず中止とさせて

いただきます。
参考時間：ＪＲ湖西線	（上り）敦賀行　近江高島　14：01着
	 （下り）京都行　近江高島　13：38着

青年委員会 あーき塾　まちあるきシリーズ
～Around Shiga vol.6　 高島～Around

Shiga
　滋賀の魅力を伝えることのできる人材の育成を目的とし、滋賀のまち歩きを通じて
地域の魅力発見や各年代・地域間で意見交換できる場としてAround Shigaを開催して
います。

　第６回目になる今回は、高島市の南部に位置する国の重要文化的景観に選定された「大溝の水辺景観」の
町並みの高島市高島エリアを巡ります。JR近江高島駅周辺の狭い範囲の中にたくさんの見どころや歴史が詰
まっています。地元ガイドの案内と、高島地域会の協力のもと、来年400周年祭を迎える大溝祭りや空き家を
改修したびれっじ高島の見学、月刊「家」でもとりあげられた萩乃露醸造元の福井弥平商店の見学も予定し
ています。みなさまのご参加をお待ちしています。

２単位

高島びれっじ 大溝城下　まち割り水路

“湖上研修”から“まちあるき”へとご参加頂けるように計画しております。多数のご参加をお待ちしております。

協力 / 滋賀県建築士会　高島地域会
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　６月23日㈯、SUPPOSE DESIGN OFFICE Co.,Ltd. 代表取締役　
谷尻誠氏をお招きし、「地方で出来る建築の可能性」をテーマとし
た講演会を豊郷小学校旧校舎群にて開催しました。
　講演では谷尻氏の独創的な発想の根源、幼少時代の経験から培わ
れた着目点、これから先の未来の建築のあり方など、地方でできる
建築を出し惜しみなくお話いただき、会場でしか聞けないトークも
飛び出し、谷尻氏の魅力に引き込まれる時間になりました。
　講演会終了後も、谷尻氏との建築談義や写真撮影、サイン会など
が時間いっぱいまで行われ、とても満足度の高い事業になりました。
　講演会をするにあたり、谷尻氏・来場者の皆様に、滋賀の建築物
を見て頂けるよう場所から選定し、講演のみではなく滋賀の建築も
楽しんで頂ける講演会となったと思います。
　非会員の人にどうしたら建築士会の広報になるかと考え、若い学
生等に興味を持って頂けるような建築家の講演会を行うことが１番
の手段と考えておりました。今回、非会員の参加者が多く、建築士
会の認知に繋がったと思います。今後も継続して実施し、会員増強
に繋がる事業になれば思います。
　あいにくの雨模様で出足が鈍るかと心配しておりましたが、近隣
府県の学生を含む、180名近い方々にお越しいただきました。ご協
力いただきました関係者の方々、またお越しいただいた方々に、心
より御礼申し上げます。� 青年委員会　竹田和渡

建築家 谷尻誠による講演会

学生向けサイン会の様子

あーき塾　建築家 谷尻誠氏 講演会
～「地方で出来る建築の可能性」～青年委員会

あーき塾まちあるき事業
～ Around Shiga  vol.5 彦根～　報告青年委員会

　６月16日㈯、あーき塾まち歩き事業～Around Shiga vol.５ 彦根
～を開催しました。当日は天候にも恵まれ総勢21名の参加者ととも
に、JR彦根駅からスタートしました。
　午前中は、七曲り街道・秋口家洋館を訪れました。彦根地域会会
員の鈴木古建築･鈴木大祐氏、彦根市役所職員･鈴木達也氏により、
秋口家洋館の歴史や建て替え時の様子などをとても分かりやすく解
説していただきました。建物を移築する際には野帳図が非常に重要
で、古民家建築は職人の技術が要求されるなど、今後の建築に役立
つ内容となりました。
　午後も引き続き、鈴木達也氏の解説のもと辻番所・足軽屋敷・彦
根城城下町周辺をゆっくりと散策しました。辻番所では当時の資料
も展示されており、彦根辻番所の会代表･渡邊氏の解説とともに当
時の歴史を学びました。彦根城は当時三重の堀に囲まれており、台
形型をした外堀の土塁についての説明や、鍾馗（しょうき）さんと
呼ばれる屋根上の魔除け人形の意味などを聞きながら彦根市の歴史
の理解を深めました。
終盤、鈴木大祐氏の計らいで、改修工事中の古民家を見学させてい
ただき、全行程を終えました。地元にたくさんの歴史的建築物があ
ることを認識でき、今後の建築士としての意識の向上につながる事
業となりました。� 青年委員　上田有祐

秋口家洋館での説明風景

足軽屋敷前での集合写真
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地区だより

高島地区 
活性化事業　ボーリング大会を開催

　高島地区では７月15日㈰に会員、賛助会員及びそ
の家族を対象とした活性化事業（ボーリング大会・
昼食会）を開催しました。
　今回は高島市から少し遠いアクト堅田店で開催し
ましたが、会員を含め多数のご家族にも参加して頂
きました。開会の挨拶、始球式を行い大会がスター
トし、ストライクが出た時の歓声やハイタッチ、ガー

ターを出した時の悔しい顔や笑い声など、素敵な空
間が広がっていました。
　大会後は、餃子の王将に場所を移し昼食会を行い
ました。餃子食べ放題・ドリンク飲み放題で和気あ
いあいと楽しみ、最後にボーリング大会の表彰式を
行いました。
　表彰式では多数の方に賞品が当たり、会員家族を
含めた相互の親睦が深められる有意義な一日となり
ました。

アクト堅田にて

湖北地区 
第２回　現場見学会　報告書

　今回長浜市木之本町にて施工中の、築270年を超
える木造住宅の現場見学会を開催させていただきま
した。この工事は耐震改修と断熱改修がメインと
なっており、これから先200年生きる民家として再
生させるものとなっています。腐朽した構造部材へ
の根継の工法や、柱脚の補強、土壁の強度、金物は
極力使用せず貫で仕口の仕舞をすることの重要性を
目で見て勉強させていただける本当に良い機会とな
りました。木造建築の奥深さを改めて感じる見学会
となりました。当日は、意匠、構造、温熱環境、施
工者、棟梁の皆さんからお話をしていただけたこと

に関しても有意義なものであったと感謝しておりま
す。ありがとうございました。

漢方の本陣前にて

根継ぎする柱・再利用する土 松井郁夫先生よりレクチャー

ボーリング大会 昼食会
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古川酒造 有限会社 (草津市矢倉)
　写真は敷地内で最も古いという木造蔵の内部であり、江戸末期築と思われ
る。柱や梁は丸材のまま使用されており、古材とグレーがかった漆喰が歴史
を感じさせる。蔵内では仕込みタンク、木槽の搾り機、貯蔵タンクがある。
写真の蔵内の奥にはもう一つ蔵があり二棟続きの配置だが、２つ蔵の間の柱
が折れかけているのを見つけ急遽鉄骨で補強したのが平成６年11月。阪神大
震災のわずか２ヶ月前のことであり、この補強がなければ蔵は倒壊していた
だろうと社長は話された。震災に耐えた歴史ある酒蔵で個性的で芳醇な味の
酒を醸し続けている。
代表銘柄 「天井川」「宗花（むねはな）」	 （前谷吉伸）

８月の暦

滋賀職能大（ポリテクカレッジ）からのお知らせ

独立行政法人高齢・障害・求職者雇用支援機構
〈厚生労働省所管〉近畿職業能力開発大学校附属

滋賀職業能力開発短期大学校（滋賀職能大）
www3.jeed.or.jp/shiga/college/

〒523-8510 滋賀県近江八幡市古川町1414

学務援助課 TEL：0748-31-2254
FAX：0748-31-2255

「オーダーセミナー」のご相談を承ります。

平成30年度 能力開発セミナー の予定
コース№ コース名 受講料 定員 実施日 講習時間帯

CH031 3次元CADを用いた建築設計プレゼンテーション
（3次元CAD：Autodesk Revit編）　New ￥8,000 10 8/17㈮、 18㈯ 9：30～16：30

CH041 木造住宅における結露防止を考慮した断熱・気密設計法 ￥7,000 10 7/26㈭、 27㈮ 9：30～16：30

CH051 木造住宅の省エネ設計技術 ￥8,000 10 9/14㈮、 15㈯ 9：30～16：30

１ 水 先勝
２ 木 友引 青年委員会
３ 金 先負
４ 土 仏滅
５ 日 大安
６ 月 赤口
７ 火 先勝
８ 水 友引

９ 木 先負
四役会・理事会
情報広報委員会

10 金 仏滅

11 土 先勝 山の日
12 日 友引
13 月 先負

事務局「夏期休暇」14 火 仏滅
15 水 大安
16 木 赤口
17 金 先勝
18 土 友引 ヘリテージマネージャー育成講座
19 日 先負 びわこペーロン大会
20 月 仏滅
21 火 大安

22 水 赤口
23 木 先勝
24 金 友引
25 土 先負
26 日 仏滅
27 月 大安
28 火 赤口
29 水 先勝 近建祭プロジェクト委員会
30 木 友引
31 金 先負

滋賀の酒蔵・伝統と文化を訪ねて　第26回 

支部 大津 湖南 甲賀 湖東 彦根 湖北 高島 湖西滋賀 計
6月 209 152 81 119 91 134 65 25 876
7月 207 151 80 114 90 134 65 25 866
差引 ▲ 2 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 5 ▲ 1 0 0 0 ▲ 10

地区別
会員数
平成30年

７月１日現在

各講座ともCPD認定プログラム申請コースです。
お申し込みは各コースとも開始日の1カ月前までです。お早めにお申し込み下さい。

講座の内容については	 http://www3.jeed.or.jp/shiga/college/business/seminar_h29.html
	 （電子パンフレット、建築･住宅関係コース、各講座の詳細へのリンクもあります）
ネットでの受講申し込みは	 http://www3.jeed.or.jp/shiga/college/business/seminar_form_mousikomi.html
受講申込書のダウンロードは	 http://www3.jeed.or.jp/shiga/college/business/pdf/H29/entry2017.pdf

職場やグループ単位での独自研修会「オーダーセミナー」の企画立案の
お手伝いをいたします。下記「学務援助課」までお問い合わせください。

2018/７　vol.270訂正のご連絡と誤記のお詫び
月刊家2018/７ vol.270表紙記事において「田中酒造株式会社」を「田中酒造有限会社」と表記していました。　「田中酒造株式会社」が正しい名称です。 
関係者の方々には深くお詫び申し上げます。 今後は、このような間違いがないよう細心の注意を払ってまいります。


